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・長い作用時間
・緩徐な退薬症候
・作動活性の非発現による副作用の低減
・安価で大量供給可能

世界中で、医療用麻薬であるオピオイドの過剰摂取による中毒死が急増し、『オピオイドクライシス』として深
刻な社会問題となっています。この喫緊の課題に対し、中毒治療薬であるμオピオイド受容体（MOR）拮抗
薬のニーズが急速に高まっています。しかし、FDA承認薬であるナロキソン（NLX）やナルメフェンには、作
用時間の短さ、副作用、激しい退薬症候など様々な課題があり、より良い治療薬の開発は急務です。これら
の課題を克服するため、構造的に簡潔なフェンタニル誘導体を基盤とした新規µオピオイド受容体拮抗薬を

開発し、安全かつ有効なオピオイド中毒治療薬の実現を目指します。

我々の化合物SDFV-seriesはフェンタニル構造に基づく世界で初めてのMOR拮抗薬です。投与4時間後
も脳中に残存するSDFV-114、より血中・脳中濃度推移の減少が緩徐なSDFV-124を創出しました。これ
ら化合物は、脳内に長くとどまり作用時間が長いため、一回の投与で十分な治療効果を発揮します。また、
動物実験の結果から、退薬症候が穏やかであることがわかりました。フェンタニルの構造を基にした合成は
容易に行うことができ、安価に大量供給も可能です。この化合物はオピオイド急性中毒の新しい治療薬とし
て大いに期待されます。

・ナロキソンより長時間の効果持続
・ナルメフェンより軽い副作用
・既存薬より緩徐な退薬症候
・化学合成が既存薬より容易かつ安価

・資金調達（国プロへの共同申請等）
・社会ニーズの把握、市場調査
・課題検証 など
皆様の豊富なご経験・幅広いネットワークで
ご支援ください

・オピオイド急性中毒の解毒薬
・オピオイド系鎮痛薬の過量投与の治療

・体内動態の評価
・安全性評価：安全性評価のための試験方法
やプロトコルの提供、実施

東京理科大学 薬学部 薬学科 教授

構造を改良 新規物質
SDFV-series

MOR拮抗薬
フェンタニル:
MOR作動薬
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SDFV-seriesナルメフェンナロキソンMOR拮抗薬

NLXの1-10倍NLXの4倍－
効果

（拮抗作用）

〇〇×効果時間

〇×〇副作用

〇××退薬症候

〇××
構造展開の

容易さ


